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結論：

子宮内膜症、習慣流産、切迫流産、切迫早産、早産、帝王切開術は静脈血栓塞栓症の危険因子であるため、妊娠
中及び産褥の血栓予防のために注意を払う必要がある。

Endometriosis and recurrent pregnancy loss as new risk factors for venous
thromboembolism during pregnancy and postpartum: the JECS birth cohort

妊娠中の静脈血栓塞栓症の危険因子：エコチル調査による出生コホート

論文概要の和文様式

日本人の妊娠中の静脈血栓塞栓症の頻度、危険因子を調べた出生コホートの報告は初めてであり、これらを明ら
かにする。

エコチル研究における103,070妊娠のデータを用いて、静脈血栓塞栓症の頻度を調べる。年齢、BMI等の背景、既往
歴、既往妊娠、生活習慣、妊娠合併症のうち、静脈血栓塞栓症の危険因子を調べる。

７７人が静脈血栓塞栓症に罹患しており、その頻度は７．５人/1万妊娠であり、欧米と同等であった。子宮内膜症、
習慣流産の既往歴が新たな危険因子であることが明らかになった。切迫流産、切迫早産、早産、帝王切開術は既報
告と同等に日本人にとっても危険因子であることがわかった。

静脈血栓塞栓症の頻度は低いため、１０万人調査では危険因子の予測をするために十分な症例数とは言えない。
しかし、日本人を対象とした出生コホートを用いた静脈血栓塞栓症の研究は初めてであり、子宮内膜症、習慣流産
の既往歴が新たな危険因子であることが明らかになった。
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